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清華大学で講演をする筆者

シンポジウム
プログラム表紙
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講
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は
じ
め
に

　

今
回
招
聘
を
受
け
て
訪
中
し
た
筆
者
以
外
の
日
本
人
講
演
者

は
、
政
産
官
学
各
界
の
第
一
人
者
ば
か
り
、
中
国
側
講
演
者
も
然

り
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
方
々
の
御
講
演
を
拝
聴
で
き
た
筆
者
自

身
と
て
も
勉
強
さ
せ
て
頂
く
貴
重
な
機
会
に
な
っ
た
。
錚
々
た
る

面
々
の
中
に
な
ぜ
筆
者
が
入
っ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
は
幸
手
市
の

取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

１
．
大
会
主
旨

　

大
会
の
主
旨
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
（
日
本
語
訳
文
）。

「
本
大
会
は
、
中
国
と
日
本
の
高
齢
化
社
会
の
現
状
と
動
向
や
、

社
会
保
健
シ
ス
テ
ム
と
養
老
サ
ー
ビ
ス
体
系
の
設
立
に
お
け
る
経

験
と
問
題
に
対
し
、
中
日
両
国
の
産
官
学
の
交
流
の
場
を
つ
く
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
お
互
い
に
経
験
を
分
か
ち
合
い
、
情
報
を

交
換
し
、
協
力
を
促
進
す
る
。

　

中
国
に
お
け
る
急
速
な
高
齢
化
に
直
面
し
、習
近
平
主
席
の『
新

時
代
の
養
老
と
健
康
産
業
に
対
す
る
新
要
求
』
を
着
実
に
す
る
た

め
に
、
我
々
は
『
養
老
、
孝
老
、
敬
老
』
と
い
う
政
策
体
系
と
社

会
環
境
を
真
剣
に
築
き
上
げ
、
高
齢
化
産
業
の
発
展
を
推
進
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
大
会
の
注
目
す
る
議
題
は
以
下
の
三
点
に

あ
る
。

　
　

第
一
、
医
養
結
合
を
特
色
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
体
系
の
建
設

　
　

第
二
、
知
恵
養
老
、
AI
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
代
表
と
す
る

科
学
技
術
養
老

　
　

第
三
、
大
健
康
と
養
老
産
業
チ
ェ
ー
ン
の
発
展

　

大
会
で
は
お
互
い
に
経
験
を
分
か
ち
合
う
こ
と
を
望
ん
で
い

る
。
特
に
日
本
の
成
功
し
た
や
り
方
な
ど
を
学
び
、
中
日
両
国
の

健
康
養
老
政
策
の
制
定
と
産
業
連
携
を
推
進
し
、
中
国
の
養
老
産

業
が
健
康
的
、
持
続
的
、
安
定
的
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
促
進

し
た
い
。」

２
．
内
容

（
１
）
初
日
（
5
月
18
日
）

　

大
会
冒
頭
に
飯
田
博
文
氏
（
日
本
国
駐
中
国
大
使
館
公
使
）
や
、

巨
東
英
氏
（
日
中
科
学
技
術
文
化
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）、
王
維
民

氏
（
北
京
大
学
医
学
部
副
主
任
兼
北
京
大
学
医
学
教
育
研
究
所

長
）、
張
秋
倹
氏
（
清
華
大
学
戦
略
研
究
員
専
門
家
指
導
委
員
会

主
任
）
ら
の
挨
拶
が
あ
り
、
開
幕
し
た
。

　

続
い
て
基
調
講
演
に
入
り
、
中
国
か
ら
ま
ず
逍
暉
氏
（
住
宅
・

都
市
農
村
建
設
部
総
経
済
士
）
よ
り
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
都
市

部
と
農
村
部
の
格
差
問
題
が
指
摘
さ
れ
、
続
い
て
呉
明
氏
（
北
京

大
学
医
学
部
主
任
助
理
、
北
京
大
学
公
共
衛
生
学
院
博
士
指
導
教

官
、
社
会
医
学
・
事
業
管
理
係
主
任
）
よ
り
長
期
介
護
保
険
政
策

へ
の
展
望
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。

　

続
い
て
日
本
か
ら
最
初
に
登
壇
さ
れ
た
の
は
、愛
知
和
男
氏（
日

本
介
護
事
業
連
合
会
会
長
、
元
衆
議
院
議
員
）
で
あ
り
、「
日
本

に
於
け
る
介
護
政
策
の
基
本
哲
学
」
を
説
明
さ
れ
た
の
で
紹
介
す

る
。
つ
ま
り
「
日
本
で
は
、
介
護
予
防
の
最
大
の
課
題
は
生
活
習

慣
病
に
な
ら
な
い
こ
と
、
と
強
調
さ
れ
て
い
る
の
が
最
近
の
特
徴

で
あ
る
。
老
い
に
伴
う
虚
弱
化
の
問
題
に
対
し
て
は
怪
我
防
止
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
も
重
要
で
あ
る
。
一
方
ひ
と
た
び
介
護
が
必

要
に
な
っ
た
場
合
は
、
日
本
の
長
い
歴
史
で
は
〝
身
内
の
も
の
が

世
話
を
す
る
〞
と
い
う
考
え
方
で
あ
っ
た
が
、
実
際
は
容
易
で
な

い
。
そ
こ
で
出
て
き
た
考
え
方
が
〝
地
域
で
お
世
話
す
る
〞
と
い

う
〝
地
域
包
括
ケ
ア
〞
で
あ
る
。
大
規
模
施
設
に
要
介
護
者
を
収

容
す
る
の
で
は
な
く
、
小
規
模
な
施
設
を
地
域
に
ま
ん
べ
ん
な
く

配
置
す
る
と
同
時
に
、
訪
問
・
在
宅
医
療
を
充
実
さ
せ
る
方
向
で

国
の
施
策
が
進
ん
で
い
る
。
医
師
の
役
割
も
、
従
来
の
来
院
患
者

を
診
る
こ
と
か
ら
、
患
者
の
住
居
を
訪
問
し
人
生
そ
の
も
の
に
寄

り
添
う
〝
か
か
り
つ
け
医
〞
に
重
点
を
シ
フ
ト
す
る
よ
う
に
変
化

が
起
き
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
介
護
の
あ
る
べ
き
姿
を
実
現
す
る

に
は
、
ハ
ー
ド
面
に
留
ま
ら
ず
、
従
来
の
考
え
方
の
転
換
な
ど
多

く
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。」
と
、
外
国
の

方
々
に
は
と
て
も
分
か
り
易
い
明
快
な
説
明
で
あ
っ
た
。

　

清
華
大
学
内
に
あ
る
近
春
園
賓
館
と
い
う
素
晴
ら
し
い
ホ
テ

ル
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
お
け
る
昼
食
会
を
は
さ
み
、
午
後
は
日
本

と
中
国
の
先
進
的
取
り
組
み
や
研
究
事
例
が
8
題
紹
介
さ
れ
た
。

中
国
は
「
医
養
結
合
に
対
す
る
分
析
研
究
」「
養
老
に
対
す
る
系

統
性
分
析
」「
高
齢
者
介
護
に
お
け
る
法
的
思
考
」「
55
歳
年
齢
層

の
精
神
衛
生
状
況
」「
認
知
老
化
の
基
礎
研
究
か
ら
応
用
へ
の
思

考
」
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む
大
変
興
味
深
い
内
容
で
あ
っ
た
。

　

日
本
か
ら
は
川
渕
孝
一
氏
（
東
京
医
科
歯
科
大
学
教
授
）
よ
り

「
高
齢
者
介
護
問
題
の
解
決
策
を
探
る
」
と
題
し
て
、
ヘ
ル
ス
ケ

ア
を
核
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
（
地
域
包
括
ケ
ア
）
の
必
要
性
の
根

拠
や
方
法
な
ど
が
解
説
さ
れ
た
。
続
く
五
十
嵐
歩
氏
（
東
京
大
学

大
学
院
医
学
系
研
究
科
講
師
）は「
日
本
に
お
け
る
高
齢
化
対
策
：

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
取
り
組
み
―
地
域
高
齢
者
支

援
に
お
け
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
の
協
働
―
」と
題
し
て
、

コ
ン
ビ
ニ
店
員
の
高
齢
者
対
応
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
、
ケ
ア
プ
ラ
ン

へ
の
コ
ン
ビ
ニ
活
用
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
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た
。
一
方
来
栖
宏
二
氏
（
ア
ゼ
リ
ー
グ
ル
ー
プ
理
事
長
、
日
本
自

立
支
援
介
護
・
パ
ワ
ー
リ
ハ
学
会
理
事
）
は
、
高
齢
者
の
自
立
支

援
に
よ
り
社
会
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
で
活
動
性
を
維
持
し
、
医

療
・
介
護
予
防
を
推
進
す
る
と
い
う
実
践
例
が
紹
介
さ
れ
た
。

　（
２
）
2
日
目
（
5
月
19
日
）
午
前

　

劉
兵
氏（
清
華
大
学
社
会
科
学
学
院
科
学
技
術
所
教
授
）の
司

会
に
よ
り
、
村
田
吉
隆
氏（
日
中
科
学
技
術
文
化
セ
ン
タ
ー
会
長
、

元
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
、
元
衆
議
院
議
員
）
の
挨
拶
で
開
幕
し

た
。

　

最
初
に
登
壇
さ
れ
た
の
は
黒
川
清
氏
（
日
本
医
療
政
策
機
構
代

表
理
事
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
元
日
本
学
術
会
議
会
長
、
元
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
（UCLA
）
教
授
）
で
あ

っ
た
。「A

geing Japan

‐For Healthy A
geing Society

」と
題
し
、

認
知
症
が
も
た
ら
す
世
界
各
国
で
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
衝
撃
的
に
示

さ
れ
、
未
来
に
向
け
て
活
動
す
る
世
界
認
知
症
審
議
会
で
の
御
活

動
や
、
日
本
に
お
け
る
認
知
症
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

構
築
さ
れ
た
経
緯
と
、
そ
こ
で
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
会
合
の
様
子
や
、
内
閣
官
房
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
を
提
出

さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
政
策
に
直
結
す
る
実
効
あ
る
実
践
を
、
認
知

症
研
究
の
エ
ビ
デ
ン
ス
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
に
基
づ
い
て
行
っ

て
お
ら
れ
る
様
子
が
よ
く
分
か
り
、
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。

　

次
の
登
壇
者
は
蔡
毅
氏
（
日
中
介
護
学
会
副
会
長
、
北
京
市
老

齢
産
業
協
会
顧
問
・
駐
日
総
代
表
）
で
「
日
本
の
経
験
を
学
び
、

中
国
の
養
老
産
業
の
発
展
の
道
を
探
る
」
の
テ
ー
マ
で
お
話
し
く

だ
さ
っ
た
。
こ
の
先
生
は
以
前
、
本
学
に
来
学
く
だ
さ
り
直
接
対

談
を
さ
せ
て
頂
く
機
会
が
あ
っ
た
。
全
文
を
雑
誌
に
掲
載
し
て
い

る
の
で
参
照
さ
れ
た
い※

。
日
本
の
現
場
を
多
く
視
察
さ
れ
真
摯
に

勉
強
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
ま
た
日
中
両
国
の
法
制
度
問
題
も

熟
知
さ
れ
、
前
掲
別
紙
の
対
談
に
お
い
て
も
「
両
国
の
保
健
医
療

系
学
生
が
意
見
交
換
や
研
修
で
き
る
場
が
求
め
ら
れ
る
」
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
現
実
的
な
示
唆
を
得
た
。
今
後
日
中
両
国
の
橋
渡
し

役
と
し
て
大
変
重
要
な
先
生
で
あ
る
。

　

続
い
て
橋
本
智
己
氏（
埼
玉
工
業
大
学
教
授
）と
郭
世
傑
氏（
河

北
工
業
大
学
教
授
）か
ら「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
の
感

情
モ
デ
ル
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
」「
養
老
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
と
応
用

に
お
け
る
国
内
外
の
現
状
」、
謝
紅
氏
（
北
京
大
学
医
学
部
護
理

学
院
副
教
授
）か
ら「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
基
づ
く
高
齢
者
介
護
シ

ス
テ
ム
の
開
発
と
実
践
」の
御
発
表
が
あ
り
、中
国
の
AI
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
分
野
の
高
度
な
発
展
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

※　

池
田
智
子
、
蔡
毅
：
近
未
来
に
向
け
た
大
学
の
挑
戦　

対

談
1　

中
国
と
日
本
、
保
健
医
療
の
近
未
来　
『
世
論
時
報
』

平
成
29
年
12
月
号
、
9
〜
11
頁
、
２
０
１
７

（
３
）
2
日
目
（
5
月
19
日
）
午
後

　

午
後
は
「
高
齢
化
と
健
康
に
対
す
る
中
国
国
家
評
価
」「
日
本

の
介
護
保
険
制
度
の
変
遷
と
現
状
」「
日
本
に
お
け
る
介
護
保
険

制
度
と
高
齢
者
住
宅
マ
ー
ケ
ッ
ト
」「
超
高
齢
化
社
会
に
対
応
し

た
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
て
」
と
い
う
よ
う
に
制
度
や
経

済
関
連
の
講
演
と
、
教
育
体
制
や
効
果
評
価
に
関
す
る
講
演
が
あ

っ
た
。

　

続
く
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
在
宅
養
老
保
障
シ
ス

テ
ム
へ
の
思
考
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
展
開
さ
れ
、
李
強
氏
（
清
華

大
学
高
齢
者
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
教
授
）
の
「
多
レ
ベ
ル
の
養
老

サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
の
建
設
に
つ
い
て
」
の
他
、「
子
ど
も
と
高

齢
者
が
共
に
過
ご
す
〝
共
生
型
施
設
〞
の
今
後
の
可
能
性
」「
長

期
寝
た
き
り
患
者
に
対
す
る
介
護
技
法
」「
日
本
の
養
老
施
設
に

お
け
る
自
立
支
援
の
理
念
と
応
用
」
な
ど
が
あ
り
、
こ
の
一
部
に

お
い
て
筆
者
も
講
演
し
た
。

３
．
筆
者
の
講
演
内
容

　
「
地
域
共
同
発
展
型
社
会
に
向
け
て
動
き
出
し
た
日
本
の
保
健

医
療
福
祉
一
体
化
政
策
」
と
題
し
て
講
演
し
た
（
講
演
ス
ラ
イ
ド

を
23
頁
に
添
付
）。
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

短
命
時
代
は
長
寿
こ
そ
が
幸
せ
だ
っ
た
が
、
長
寿
が
当
然
の
世

の
中
に
な
る
と
、
必
ず
し
も
長
寿
が
幸
せ
と
い
え
な
い
よ
う
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
我
が
国
の
政
策
は
〝
縦
割
り

公
的
支
援
〞か
ら〝
丸
ご
と
の
地
域
づ
く
り
〞へ
と
転
換
し
た
。〝
医

療
モ
デ
ル
〞
か
ら
〝
生
活
モ
デ
ル
〞
へ
の
転
換
と
も
い
え
る
。

　

そ
も
そ
も
人
は「
健
康
の
た
め
に
」生
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

決
し
て
そ
う
で
は
な
く
、
人
は
「
幸
せ
や
夢
の
た
め
に
」
生
き
て

い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
「
資
源
」
と
し
て
健

康
に
努
め
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
そ
れ
な
ら
皆
で
助
け

合
い
、健
康
的
な
環
境
を
つ
く
り
、誰
も
が
知
ら
ず
知
ら
ず
当
た

り
前
に
健
康
に
い
ら
れ
、
安
心
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
か
っ
て

生
き
て
い
け
る
世
の
中
に
す
る
、
そ
れ
が
理
想
と
い
え
よ
う
。
と

ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
を
マ
ン
ガ
で
説
明
し
、そ
れ
を

市
民
が
実
際
に
成
し
遂
げ
て
い
る
幸
手
市
の
事
例
を
紹
介
し
た
。

　

そ
こ
に
は
種
々
の
仕
掛
け
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
行

う
の
が
「
保
健
師
」
と
い
う
専
門
職
で
あ
る
と
、
中
国
に
は
無
い
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職
業
の
重
要
性
を
説
明
し
た
。
保
健
師
は
健
康
の
知
識
を
単
に
個

別
に
指
導
・
教
育
す
る
の
で
は
な
く
、
市
民
が
自
ら
気
づ
き
、
計

画
を
立
て
、
実
行
し
て
行
け
る
よ
う
に
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
し
、
困

難
時
は
過
不
足
無
く
援
助
し
て
フ
ァ
シ
リ
テ
イ
ト
す
る
。
地
域
を

「
個
人
」「
家
族
」「
集
団
」の
各
単
位
で
よ
く「
見
て
」「
つ
な
ぎ
」「
動

か
す
」
こ
と
が
そ
の
専
門
性
で
あ
る
が
、
重
要
点
は
、
保
健
師
が

先
頭
に
立
っ
て
旗
を
振
る
の
で
は
な
く
、
市
民
の
伴
走
者
に
な
る

姿
勢
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
今
後
の
地
域
づ
く
り
に
重
要
な
の
は
、
人
々
の
間
に
旧

態
然
と
残
る
「
高
齢
者
（
＝
介
護
問
題
）」
対
「
若
者
（
＝
勤
労

筆者の講演スライド

問
題
、
子
育
て
問
題
）」
と

二
者
対
立
的
意
識
（
他
人

ご
と
の
意
識
）
を
乗
り
越

え
、
他
世
代
に
も
理
解
と

思
い
や
り
を
持
つ
心
を
育

む
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た

め
幸
手
市
高
齢
者
の
自
主

的
活
動
を
若
者
世
代
に
も

聞
い
て
も
ら
う
機
会
を
つ

く
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
会

場
に
は
高
校
生
２
０
０

名
を
含
む
多
様
な
世
代
が

６
０
０
名
も
集
ま
っ
た
。
最
後
に
皆
で
歌
を
歌
っ
た
と
こ
ろ
、

大
き
な
声
で
力
強
く
応
援
し
合
う
光
景
が
見
ら
れ
、
世
代
を
超

え
て
一
体
感
が
得
ら
れ
た
ひ
と
と
き
と
な
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
活
動
の
蓄
積
に
よ
り
、多
世
代
を
も
「
丸
ご
と
、

我
が
事
」
と
と
ら
え
る
市
民
意
識
が
少
し
ず
つ
広
が
り
、
地
域

の
「
助
け
合
い
」
の
風
土
は
、
時
間
を
か
け
て
つ
く
ら
れ
て
い

く
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。

４
．
清
華
大
学

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
主
催
者
お
よ
び
会
場
と
な
っ
た
清
華
大

学
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
を
加
え
る
。
大
都
会
北
京
市
の
中
心

地
に
４
０
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
東
京
ド
ー
ム
87
個
分
）
も
の
広
大

平成28年度的成果 

• 腹囲 平均 ２.９ｃｍ減少  
• 体重 平均　０.７ｋｇ減少 
• 善玉胆固醇（ＨＤＬ-Ｃ）増加 
• 悪玉胆固醇（ＬＤＬ-Ｃ）減少 
• 下肢筋力 向上 
• 平衡感覚 向上 
• 心理健康度 向上 
• 医療費  ０.９％減少  

 

筆者の講演スライド（続き）
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な
エ
リ
ア
を
占
め
る
の
が
清
華
大
学
で
あ
る
。
ち
な
み
に
隣
に
は

北
京
大
学
が
ほ
ぼ
同
規
模
の
面
積
を
占
め
て
い
た
。
学
生
寮
や
教

職
員
住
宅
は
構
内
に
あ
る
と
聞
き
そ
れ
は
便
利
と
思
い
き
や
、
学

生
寮
は
35
棟
、
教
職
員
住
宅
は
１
０
０
棟
以
上
と
多
摩
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
の
3
倍
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
数
か
所
点
在
し
、
広
過

ぎ
て
回
り
き
れ
な
か
っ
た
。
同
構
内
の
校
舎
へ
は
車
で
平
均
20
〜

30
分
ぐ
ら
い
か
か
る
と
い
う
。
病
院
は
当
然
、
美
術
館
、
コ
ン
サ

ー
ト
ホ
ー
ル
、
映
画
館
、
博
物
館
、
ホ
テ
ル
ま
で
完
備
し
て
い
た
。

　

そ
し
て
こ
の
構
内
は
、
広
大
な
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
米
経
済

誌
「
フ
ォ
ー
ブ
ス
」
が
公
表
し
た
「
最
も
美
し
い
大
学
キ
ャ
ン
パ

ス
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
選
ば
れ
た
世
界
14
校
の
中
で
唯
一
ア
ジ
ア
か

ら
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
大
学
な
の
だ
。「
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
建

築
物
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
み
、
歴
史
的
な
背
景
を
有
し
、
清
華
園

の
景
色
は
散
文
の
よ
う
な
美
し
さ
」
と
称
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
大
学
前
に
は
「
清
華
科
技
園
」
と
い
う
ハ
イ
テ
ク
工
業
団
地
が
、

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
と
は
別
に
69
万
平
方
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
広

が
り
、
清
華
大
学
の
産
学
連
携
の
高
層
ビ
ル
群
が
、
日
本
の
丸
の

内
の
よ
う
に
立
ち
並
ぶ
様
子
も
圧
巻
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
広
大
さ
や
美
し
さ
よ
り
増
し
て
有
名
な
の
は
、
清
華
大

学
の
超
名
門
ぶ
り
で
あ
る
。「
２
０
１
９
年
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン

グ
」
を
見
て
み
る
。
ま
ず
は
わ
が
国
に
目
を
向
け
る
と
、
東
京
大

学
は
昨
年
よ
り
順
位
を
4
つ
上
げ
て
42
位
、
京
都
大
学
は
9
つ
ラ

ン
ク
ア
ッ
プ
で
65
位
と
安
倍
首
相
も
喜
ん
で
お
ら
れ
る
そ
う
だ
。

清華大学キャンパス内

清華大学裏門にて

清華大学学長室前

そ
し
て
東
ア
ジ
ア
の
ラ
イ
バ
ル
大
学
に
目
を
移
す
と
、
中
国
の
清

華
大
学
22
位
（
前
年
よ
り
8
つ
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
国
立
大
学
が
23
位
、
中
国
の
北
京
大
学
は
31
位
、
香
港
大
学
は

36
位
と
、
日
本
を
引
き
離
し
て
躍
進
し
て
い
る
の
が
現
状
だ
。
中

で
も
中
国
の
大
学
が
ア
ジ
ア
首
位
に
立
ち
、
最
も
牽
引
し
て
い
る

の
が
清
華
大
学
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
清
華
大
学
は
、
研
究
分
野
で

は
世
界
6
位
に
ラ
ン
ク
し
、
こ
れ
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
、
イ
エ

ー
ル
大
学
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
を
超
え
る
順
位
と
な

っ
て
い
た
。
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
編
集
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
フ
ィ
ル
・

ベ
テ
ィ
氏
に
よ
る
中
国
成
功
の
秘
訣
は
、
国
際
的
な
見
通
し
と
国

際
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化
、
教
育
機
関
へ
の
継
続
的
な
多

額
の
投
資
、
そ
し
て
世
界
最
高
の
人
材
を
引
き
付
け
る
こ
と
に
重

点
を
置
い
て
い
る
こ
と
に
あ
る
、
と
の
こ
と
だ
。

　

清
華
大
学
は
世
界
と
提
携
し
た
産
業
開
発
も
活
発
に
行
っ
て

お
り
、
中
国
政
府
の
ブ
レ
ー
ン
ト
ラ
ス
ト
の
役
割
を
担
っ
て
い
る

と
も
評
さ
れ
て
い
た
。
校
訓
は
「
自
強
不
息
、
厚
徳
載
物
（
自
ら

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
怠
ら
ず
、
人
徳
を
高
く
保
ち
、
物
事
を
成

し
遂
げ
る
）」だ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
学
生
に
よ
る
合
唱
団
、舞
踊
、

曲
芸
、
美
術
な
ど
11
の
芸
術
団
体
も
あ
り
、
４
０
７
１
平
方
メ
ー

ト
ル
の
「
学
生
文
化
活
動
中
心
」
と
い
う
ホ
ー
ル
で
活
動
し
て
い

た
。
体
育
館「
総
合
体
育
中
心
」は
１
２
６
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、

プ
ー
ル
「
遊
泳
館
」
は
９
４
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
だ
そ
う
だ
。
ま

た
学
費
は
年
8
万
円
、
学
生
寮
は
年
2
万
４
０
０
０
円
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

５
．
名
所
旧
跡
巡
り

　

主
催
者
の
案
内
で
名
所
旧
跡
を
少
し
巡
っ
た
の
で
、
写
真
を
数

枚
紹
介
す
る
。

鳥巣国家体育場（北京五輪会場）屋上から競技場
内を望む

鳥巣国家体育場（北京五輪会場）概観
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６
．
北
京
旅
行
の
感
想

　

北
京
旅
行
の
感
想
を
一
言
で
表
す
と
「
と
に
か
く
巨
大
・
壮
観
」

で
あ
っ
た
。
到
着
し
た
北
京
首
都
国
際
空
港
か
ら
し
て
、
エ
ア
ポ

ー
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
ま
で
実
に
よ
く
歩
い
た
。
ア
ジ
ア
最
大
級
、

世
界
第
二
の
規
模
と
い
う
だ
け
あ
る
。
そ
し
て
市
内
移
動
の
際
い

つ
も
感
じ
た
こ
と
は
、
空
気
が
き
れ
い
だ
っ
た
こ
と
だ
。
日
本
の

メ
デ
ィ
ア
で
は
、
工
場
や
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
に
よ
る
北
京
市
の

空
気
汚
染
が
有
名
だ
っ
た
の
で
、
目
前
の
き
れ
い
な
光
景
に
は
正

直
驚
い
た
。
中
国
は
法
改
正
が
柔
軟
で
あ
り
、
工
場
移
転
命
令
や

自
動
車
走
行
規
制
が
出
さ
れ
た
た
め
、
急
激
に
改
善
し
た
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
急
な
移
転
や
規
制
は
多
く
の
人
を
困
ら
せ
た
だ
ろ

う
し
、
根
本
的
解
決
に
な
っ
て
い
な
い
と
も
思
わ
れ
る
が
、
と
に

か
く
北
京
の
空
気
は
き
れ
い
に
な
っ
て
い
た
。

　

ま
た
一
時
期
日
本
で
は
、
中
国
人
観
光
客
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が

注
目
さ
れ
た
が
、
空
港
や
観
光
地
で
は
、
ゆ
ず
り
合
い
な
ど
の
マ

ナ
ー
向
上
を
呼
び
か
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
が
多
く
見
ら

れ
、
中
国
が
「
真
の
大
国
」
へ
脱
皮
を
図
っ
て
い
る
姿
を
垣
間

見
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
２
０
１
７
年
で
満
65
歳
以
上
人
口
が

1
億
５
８
３
１
万
人
と
実
数
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
世
界
一
位
（
総
人

口
の
11・４
％
）
と
は
い
え
、日
本
（
同
27・７
％
）
と
比
べ
れ
ば
、

明十三陵

万里の長城

圧
倒
的
に
若
者
の
姿
が
多
く
、活
気
が
あ
っ
た
。
清
華
大
学
内
は
、

世
界
各
国
か
ら
の
優
秀
な
学
生
が
、
意
気
揚
々
伸
び
伸
び
と
元
気

に
活
動
し
て
い
た
。

　

名
所
旧
跡
を
訪
れ
、
ま
た
モ
ン
ゴ
ル
に
続
く
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を

走
行
し
た
際
に
は
、
悠
久
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
る
気
持
ち
に
浸

れ
た
。
北
京
城
や
、
天
安
門
広
場
、
最
高
人
民
法
院
（
最
高
裁
）

な
ど
が
建
ち
並
ぶ
官
庁
街
で
も
歴
史
文
化
保
護
区
と
し
て
開
発

規
制
が
行
わ
れ
て
お
り
、
当
時
の
豪
華
絢
爛
さ
や
伝
統
的
な
町
並

み
が
そ
の
ま
ま
美
し
く
残
っ
て
お
り
、
労
働
者
を
鼓
舞
し
発
展
や

革
命
を
摩
天
楼
で
表
現
し
た
時
代
背
景
な
ど
が
思
い
起
こ
さ
れ

た
。

　

一
方
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
シ
ス
テ
ム
や
、
ど
こ
で
も
乗
り
降
り
自

由
な
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
な
ど
、
ア
プ
リ
を
使
用
し
た
便
利
な
機
能

が
市
内
に
あ
ふ
れ
て
お
り
、
ど
ん
な
に
小
さ
な
個
人
店
や
、
郊
外

地
方
に
も
浸
透
す
る
ほ
ど
普
及
し
て
お
り
、
日
本
を
は
る
か
に
超

え
る
便
利
さ
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
清
華
大
学

お
よ
び
関
係
団
体
と
、
出
張
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
日
本
保
健
医
療

大
学
に
心
よ
り
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

紫禁城

裏表紙の裏　白紙を貼る
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